
＜教育利用＞ 技術・家庭科（技術分野）「安全に利用するための情報モラル～生成AIの活用～」

大阪市立天王寺中学校（大阪市）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-4

授業の流れ

生成AIについて知る

・情報は誤情報や偽情報もある。正しい情報か
どうかを確認することが大切だと感じました。
・生成AIはとても便利なツール。利用するときに
は、生成した情報が正しいかや著作権の侵害
等がないかなどの確認が必要です。

生徒の反応

事前準備

生成AIの利用について、「技術
の見方・考え方」を働かせながら
まとめ、班で協働する

① 生成AIで作成した画像

② Copilot利用の演示で使用するプロンプトの試行

③ 生成AIの望ましくない使い方についての動画

④ 「解の再考」ワークシート

動画を視聴し、感じたことや注意すべ
き点をまとめる。

生成AIの望ましくない使い方に
ついて考えをまとめる

生成AIを安全に利用するために、情報の特性や情報が社会
に与える影響を理解して、望ましい情報社会のために取るべ
き態度を身に付ける。

題材のゴールでは・・・

生成AIを安全に利用すること
について、まとめる

生成AIを利用して作成された絵画を
紹介し、生成AIの概要や種類、関連す
る言葉を説明する。

社会からの要求や安全性の面から生
成AIの利用についてまとめ、その後、
他者と対話したり協働したりする中で、
自らの考えを広げたり深めたリする。

情報が正しいかどうかを確かめてから
使うなど、情報を安全に利用するため
には情報モラルを身に付ける必要があ
ることを知る。

生成AIの第一印象をまとめる
指導者がCopilotを利用して画像を作
成する。生成AIを利用した事例から、
生成AIの第一印象についてまとめる。

本時のまとめ
意図的にだますことを目的とした「偽情報」
単に誤った情報である「誤情報」がある

・生成ＡＩに限らず、作られたフェイクニュースや記事が
存在する

・生成された情報がすべて正しいととらえないようにする
・生成ＡＩは便利だが、情報の真偽を確かめること（ファ
クトチェック）が必要である

情報が正しいかどうかを確かめてから使うなど、
適切な利用方法を考えて利用する必要がある。



＜校務利用＞ 学校行事・テスト問題・配付文書作成等における活用

大阪市立天王寺中学校（大阪市）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-8

① ChatGPTにて日本語で文章を作成後、国際交流
担当者が修正

② ChatGPTを利用して日本語を英語に変換
③ 英語科担当指導者が英文を修正

ChatGPTを利用してメッセージカードの作成

国際交流において、スイスの姉妹校に送るクリスマス
のメッセージカードをChatGPTを使って作成

・中学生がその文法をより身近に感じられるよう、
ありそうな場面設定をした英文を瞬時にいくつ
でも作成できるので、とても便利です。

利用した教員より

ChatGPTを利用して保護者案内文の作成

・自作プリントの英文作成にかかっていた時間
が大幅に短縮されました。自由英作文の例文
なども簡単に作成できます。

利用した教員より

学校行事の案内

ChatGPTを利用して小テストを作成

学校行事の案内文の作成に使用。
従来ならば、昨年度の案内文を参
考に作成を行うが、コロナ禍に関
することなど、これまでの経緯を含
めた文章を作成する必要が生じた
ため、ChatGPTを使用して案内
文のたたき台を作成した。

英語科の小テストの問題を次の条件で作成

実際の問題

日本語に合う英文になるように、空所に適する語を１語ずつ書きなさい。
(1)宿題がこんなに多くなければいいのにな。

I _____ I _____ have to do so much homework. 
(2)どんな言語でも話せたら、世界中の人々と話すのに。

If I ____ speak any language, I ____ ____ to people 
from all over the world.

【プロンプト】
# 目的：日本の中学生向けの英語学習教材作成
# 文書の要件： ・言語レベル-CEFR A1 -使用文法-仮定法過去
#指示：指定された要件に基づいて、日本の中学生向けの英語学習教材として適した

英文を作成してください。
英文は簡単な構造にし、中学生が理解しやすい内容にしてください。
中学生が想像しそうな英文にしてください。

# 出力形式：システムの応答は不要です。作成した英文のみを出力してください。
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